
人クローン個体の生成を禁止する国際条約に関する作業部会の結果

平 成 １ ４ 年 １ ０ 月
文部科学省研究振興局
ライフサイエンス課
生命倫理・安全対策室

１．日時

平成１４年９月２３日～２７日

２．場所

国際連合本部（ニューヨーク市）

３．出席者

山元 外務省国際科学協力室長

菱山 文部科学省生命倫理・安全対策室長

４．目的

クローン人間生成を禁止する国際条約の策定に向けて具体的なマンデートを「クロ

ーン人間生成を禁止する国際条約のためのアド・ホック委員会」に与える国連総会決

議案をまとめること。

５．結果概要

（１）今次作業部会では、我が国、英国、中国、シンガポール、カナダ等独仏提案の

ステップ･バイ･ステップ･アプローチ（まず、クローン人間の生成を禁止する条

約を早期に作成し、その次にその他の人に関するクローン技術について検討する

というもの）に賛成の国と米及びイタリア、スペイン、コスタリカ等ヒト･クロ

ーニング（ ）の包括禁止を求める国との対立が最後まで続き、結局human cloning

条約検討のマンデートについて合意は得られなかった。

なお、その後も国連において調整が行われている。

（２）我が国からは、別紙ステートメントを発表した。
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